
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②演題「臨床現場で‘あったらいいな’と思う福祉機器・用具とは？」14：35～15：40（65 分） 

【講演者】水野 貴子 氏（大阪河﨑リハビリテーション大学講師。作業療法士） 

概 要：リハビリテーションで福祉機器・用具を利用する中で、利用者、ご家族、医療従事者からの意見

を聞き、開発案や改良点を考慮することがあります。より良い福祉機器・用具が開発できるよう

にニーズを講演します。 

【講演者】藤野 文崇 氏（理学療法士、㈱ESPOIR 代表 ㈱ソフトアップＪ 福祉事業部技術部長） 

概 要：医療・福祉現場では多くの道具が使われており、当たり前に使われている道具でも使いづらいと

感じることがあります。臨床、在宅支援をする立場より日々感じている問題点をお伝えします。

す。 

 

 

 日 時 令和４年１２月１９日（月） １４：００～１６：００ 

申 込 方 法 ① メールからお申込み頂けます。 

必要事項（社名･TEL･氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)･部署名･役職名･E-mail）を 

ご記入のうえメールにて お申し込みください。 

【E-mail】  keiei_shien@sakai-ipc.jp 

第 8回さかい健康医療ものづくり研究会の例会では「リハビリ現場のお困り事をものづくりで解決する」

をテーマに 3名の講師をお招きし、小松氏からはデザインの観点から課題解決へのアプローチ方法につい

てご講演頂き、水野氏、藤野氏からはリハビリ業界の現状と患者様のお困り事に関する製品ニーズについ

てご発表して頂きます。例会後に日を改め個別相談も受け付けますので是非ご参加下さい。 

 

さかい健康医療ものづくり研究会 第８回例会 

１．講 演 ①演題「元気の源を作るデザインとは」14：00～14：35（35 分） 

【講演者】小松 祐介 氏  株式会社ラボラトリアン（開発ディレクター） 

概 要：誰かのお困り事を解決しながら、ビジネスが成り立たせることができたらどんなに良い

か。技術を活かして機能性に優れた商品は多いけど、心が動かされる商品は少ないよう

に感じます。「ビジネスが成り立つ＝心が動く」こと。心を動かすためにはデザインが不

可欠です。事例とともにご紹介します。 

 

 

 

２．ワークショップ  講演者を囲んでの名刺交換や質疑応答などを行います。15:40 ～16:00 （20 分） 

 

対 象 さかい健康医療ものづくり研究会 

会員企業の皆様 

※現在、会員企業でない方も会員登録いた

だくことで、ご参加可能です。 

開 催 場 所 公益財団法人 堺市産業振興センター 

3階 会議室5 （堺市北区長曾根町 183-5） 

※コロナウィルス感染の状況によりオンライン開催の可

能性があります。 

定 員 30 名（1 社複数名可） 参 加 費 無料 

問い合わせ （公財）堺市産業振興センター 経営支援課 電話 072-255-6700 （担当：野内、澤田） 

 主 主 催： 公益財団法人 堺市産業振興センター    協 力： 堺市 

 

 

～２年ぶりのリアル開催です🍵～ 

 

参料無料 

 

 

※セミナー終了後、日を改め、各講師との個別面談も受け付けております。ご希望される企業様は 

お気軽に事務局までお申し出下さい。 

 

希望される企業様はお気軽に事務局までお申し出ください。 

申 込 方 法  ②  

右記のQRコードからも 

お申込み頂けます。 


